
審査基準の改正に伴う変更点と対応　（水稲）　平成27年１月改正
変更のない形質は下段へ 色塗りは地域毎に標準品種がある 各形質のランクは、稲種参考（標準品種）にあり

備考（農水省からの補足）

01 02 03 04 05 06 07 08 09

1 しょう葉のアントシアニンの着色の強弱 苗生長期 QN 観察 （複数年） 改 無 新 無又は極弱 弱 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧 無色又は極少 少 多

3 葉の緑色の濃淡 穂ばらみ期 QN 観察 （複数年） 改 無 新 極淡 かなり淡 淡 やや淡 中 やや農 濃 かなり濃 極濃 年次変動も考えられますが、出願品種との区別性がなければ単年データで結構です。

旧 淡緑 中 濃緑

7 葉しょうのアントシアニン着色の強弱 穂ばらみ期 QN 観察 複数年 改 無 葉しょうのアントシアニン着色の程度　の項目有り 新 弱 中 強 （着色が有る場合のみ評価）

旧 極淡 淡 中 濃

8 葉身表面の毛じの粗密 穂ばらみ期 QN 観察 （複数年） 改 無 葉身：表面の毛じ　の項目有り 新 無又は極粗 粗 中 密 年次変動も考えられますが、出願品種との区別性がなければ単年データで結構です。

旧 無又は極少 少 中 多

14 葉身の幅 穂ばらみ期 QN 測定（観察） 複数年 改 無 新 狭 中 広 観察評価でも結構です。また、当該形質はより正確な評価を行うか、形質削除するか検討中です。

旧 細 中 太

17 稈の向き 穂ばらみ期 PQ 観察 複数年 新 無 稈の形状　の記載 新 立 半立 開 開帳 ひざまずき 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧

19 出穂期 出穂期 QN 観察（月日） 複数年 改 有 新 極早 かなり早 早 やや早 中 やや晩 晩 かなり晩 極晩 これまでの早生がかなり早に変更になるなど、ランクがずれる

旧 極早生 早生 中生 晩生

21 初期の外頴キールのアントシアニン着色の強弱 開花期 QN 観察 （複数年） 新 無 外頴：頂部のアントシアニン着色の項目はあり 新 無又は極弱 弱 中 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧

22 初期の外頴頂部下のアントシアニン着色の強弱 開花期 QN 観察 （複数年） 新 無 外頴：頂部のアントシアニン着色の項目はあり 新 無又は極弱 弱 中 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧

23 初期の外頴頂部のアントシアニン着色の強弱 開花期 QN 観察 （複数年） 新 無 外頴：頂部のアントシアニン着色の項目はあり 新 無又は極弱 弱 中 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧

25 稈の太さ 乳熟期 QN 観察 複数年 改 有 摘録には数字のみ 新 極細 かなり細 細 やや細 中 やや太 太 かなり太 極太

旧 細 中 太

26 稈の長さ（浮稲品種を除く。） 乳熟期 QN 測定 複数年 改 有 摘録には数字のみ 新 極短 かなり短 短 やや短 中 やや長 長 かなり長 極長

旧 極短 短 中 長 極長

28 稈の節のアントシアニン着色の強弱 乳熟期 QN 観察 複数年 改 無 稈の節のアントシアニン着色の程度　の記載あり 新 弱 中 強 （着色が有る場合のみ評価）

旧 淡 中 強

30 穂の主軸の長さ 乳熟期～完熟期 QN 測定 複数年 改 有 摘録には数字のみ 新 極短 かなり短 短 やや短 中 やや長 長 かなり長 極長

旧 短 中 長

31 穂数 乳熟期 QN 測定 複数年 改 有 摘録には数字のみ 新 極少 かなり少 少 やや少 中 やや多 多 かなり多 極多

旧 少 中 多

34 芒の分布 乳熟期～糊熟期 PQ 観察 複数年 改 無 新 先端のみ 上1/4のみ 上半分のみ 上3/4のみ 全体 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧 先端のみ 上半分のみ 全体

35 最長芒の長さ 乳熟期～糊熟期 QN 観察 複数年 改 有 新 極短 短 中 長 極長

旧 極短 短 中 長 極長

36 外頴の毛じの粗密 開花期～糊熟期 QN 観察 複数年 新 無 外頴の毛じの多少の項目有りあり 新 無又は極粗 粗 中 密 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧

39 穂の主軸の湾曲の程度 完熟期 PQ 観察 複数年 改 無 新 立 傾く 垂れる 屈曲 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧 立 傾く 垂れる 屈曲

43 穂の抽出度 完熟期 QN 観察 複数年 改 無 新 非抽出 一部抽出 穂だけ抽出
穂軸の一
部も概ね

抽出

穂軸もよ
く抽出

複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧 非抽出 一部抽出 穂だけ抽出

穂軸の一
部も概ね

抽出

穂軸もよ
く抽出

44 成熟期 完熟期 QN 観察（月日） 複数年 改 有 新 極早 かなり早 早 やや早 中 やや晩 晩 かなり晩 極晩

旧 極早生 早生 中生 晩生 極晩生

47 頴の模様 完熟期 PQ 観察 （複数年） 改 無 新 無 黄色の溝 茶色の溝 紫色の斑 紫色の溝 模様がなければ単年データで結構です。

旧 無 黄金色の
溝

茶色の溝 紫色の斑 紫色の溝

48 後期の外頴キールのアントシアニン着色の強弱 完熟期 QN 観察 （複数年） 新 無 外頴：頂部のアントシアニン着色の項目はあり 新 無又は極弱 弱 中 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

形質
番号

形質名 調査時期 形質
定義

調査
方法

データ量 変更点
摘録への
記載有無

変更の内容
〇旧基準の特性区分

●新基準への対応と課題（留意事項）

新旧対照表
新：27.1改正
旧：16.2改正
の審査基準

特性値
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49 後期の外頴頂部下のアントシアニン着色の強弱 完熟期 QN 観察 （複数年） 新 無 新 無又は極弱 弱 中 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧

50 後期の外頴頂部のアントシアニン着色の強弱 完熟期 QN 観察 （複数年） 新 無 新 無又は極弱 弱 中 強 全く着色がなければ単年データで結構です。

旧

53 籾の千粒重 完熟期 QN 測定 複数年 改 無 新 極小 かなり小 小 やや小 中 やや大 大 かなり大 極大 年次変動が少ないと考えられていますが、階級値設定における階級幅は数g程度であるため、複数年分のデータ
収集をお願いします。

旧 小 中 大

55 籾の幅 完熟期 QN 測定 複数年 改 無 新 狭 中 広

旧 細 中 太

58 玄米の千粒重 完熟期 QN 測定 複数年 新 有 新 極小 かなり小 小 やや小 中 やや大 大 かなり大 極大 年次変動が少ないと考えられていますが、階級値設定における階級幅は数g程度であるため、複数年分のデータ
収集をお願いします。

旧

59 玄米の長さ 完熟期 QN 測定 複数年 改 無 新 極短 かなり短 短 やや短 中 やや長 長 かなり長 極長

旧 短 中 長

60 玄米の幅 完熟期 QN 測定 複数年 改 無 新 極狭 かなり狭 狭 やや狭 中 やや広 広 かなり広 極広

旧 細 中 太

61 玄米の形 完熟期 PQ 観察 複数年 改 無 新 円形 長円形 半紡錘形 紡錘形 長紡錘形 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧 円 半円 半紡錘形 紡錘形 長紡錘形

64 胚乳のアミロース含量 完熟期 PQ 測定 複数年 改 有 摘録には数字のみ 新 １型 ２型 ３型 ４型 ５型 ６型 ７型 ８型 ９型 （糯種については単年データで結構です。）

旧 １型 ２型 ３型 ４型 ５型 ６型 ７型

65 胚乳の色 完熟期 PQ 観察 単年 新 無 新 白色 白色半透
明

黄色半透
明

年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

旧

69 障害型耐冷性 完熟期 QN 測定 複数年 改 有 新 極弱 かなり弱 弱 やや弱 中 やや強 強 かなり強 極強 標準品種のランクが別添のように変更されている

旧 極弱 弱 やや弱 中 やや強 強 極強

70 穂発芽性 完熟期 QN 測定 複数年 改 無 新 極易 かなり易 易 やや易 中 やや難 難 かなり難 極難

旧 極易 易 やや易 中 やや難 難 極難

71 耐倒伏性 糊熟期～完熟期 QN 観察、測定 複数年 改 有 新 極弱 かなり弱 弱 やや弱 中 やや強 強 かなり強 極強 基準の表記上は観察であり、標準品種との比較で評価しますが、実際は各品種の結果に評点を付して評価して
いるため、測定の記載を加えました。このため、評価方法につきましては、従来通りです。

旧 極弱 弱 やや弱 中 やや強 強 極強

72 脱粒性 完熟期 QN 観察 複数年 改 有 新 極易 かなり易 易 やや易 中 やや難 難 かなり難 極難 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

旧 極易 易 やや易 中 やや難 難 極難

74 葉いもちほ場抵抗性 苗生長期～穂ばらみ期 QN 観察、測定 複数年 改 有 新 極弱 かなり弱 弱 やや弱 中 やや強 強 かなり強 極強 基準の表記上は観察であり、標準品種との比較で評価しますが、実際は各品種の結果に評点を付して評価して
いるため、測定の記載を加えました。このため、評価方法につきましては、従来通りです。

旧 極弱 弱 やや弱 中 やや強 強 極強

75 穂いもちほ場抵抗性 乳熟期～完熟期 QN 観察、測定 複数年 改 有 新 極弱 かなり弱 弱 やや弱 中 やや強 強 かなり強 極強 基準の表記上は観察であり、標準品種との比較で評価しますが、実際は各品種の結果に評点を付して評価して
いるため、測定の記載を加えました。このため、評価方法につきましては、従来通りです。

旧 極弱 弱 やや弱 中 やや強 強 極強

77 白葉枯病ほ場抵抗性 乳熟期～糊熟期 QN 観察、測定 複数年 改 無 これまで記載せず 新 極弱 かなり弱 弱 やや弱 中 やや強 強 かなり強 極強 基準の表記上は観察であり、標準品種との比較で評価しますが、実際は各品種の結果に評点を付して評価して
いるため、測定の記載を加えました。このため、評価方法につきましては、従来通りです。

旧 極弱 弱 やや弱 中 やや強 強 極強

80 トビイロウンカ抵抗性推定遺伝子型 分げつ期乳熟期 QL 観察 単年 改 無 これまで記載せず 新 ＋ Bph1 bph2 Bph3 bph4

旧 ＋ Bph1 bph2 Bph3 bph4 bph11

81 精玄米の心白の発現の程度（酒米品種に限る。） 完熟期 QN 観察、測定 複数年 改 無 新 ２０％以下 ２１－４０％４１－６０％１－１００８１％以上 基準の表記上は観察であり、標準品種との比較で評価しますが、実際は各品種の結果に評点を付して評価して
いるため、測定の記載を加えました。このため、評価方法につきましては、従来通りです。

旧 ５％以下 ５－１０％ １１－２０％ ２１－４０％ ４０％以上

82 グルテリン含量 完熟期 QN 測定 複数年 改 無 これまで記載せず 新 極低 かなり低 低 やや低 中 やや高 高 かなり高 極高

旧 極低 低 中 高 極高

83 カドミウム吸収性 完熟期 QN 測定 複数年 新 無 新 低 中 高

旧

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質

旧審査基準にはなかった形質



備考（農水省からの補足）

01 02 03 04 05 06 07 08 09

形質
番号

形質名 調査時期 形質
定義

調査
方法

データ量 変更点
摘録への
記載有無

変更の内容
〇旧基準の特性区分

●新基準への対応と課題（留意事項）

新旧対照表
新：27.1改正
旧：16.2改正
の審査基準

特性値

2 基部葉の葉しょうの色 穂ばらみ期 PQ 観察 （複数年） 根出葉の葉しょうの色 の記載 全く着色がなければ（「01 緑」であれば）単年データで結構です。

4 葉のアントシアニン着色の有無 穂ばらみ期 QL 観察 単年

5 葉のアントシアニン着色の分布 穂ばらみ期 PQ 観察 複数年 （着色が有る場合のみ評価）

6 葉しょうのアントシアニン着色の有無 穂ばらみ期 QL 観察 単年

9 葉耳のアントシアニン着色の有無 穂ばらみ期 QL 観察 単年

10 葉の襟のアントシアニン着色の有無 穂ばらみ期 QL 観察 単年

11 葉舌の形 穂ばらみ期 PQ 観察 （複数年） 年次変動も考えられますが、出願品種との区別性がなければ単年データで結構です。

12 葉舌の色 穂ばらみ期 PQ 観察 単年

13 葉身の長さ 穂ばらみ期 QN 測定（観察） 複数年 観察評価でも結構です。また、当該形質はより正確な評価を行うか、形質削除するか検討中です。

15 初期の止め葉の姿勢 開花期 QN 観察 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

16 後期の止め葉の姿勢 完熟期 QN 観察 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

18 稈のひざまずきの有無（浮稲品種に限る。） 穂ばらみ期 QL 観察 単年

20 雄性不稔性 開花期 PQ 観察、測定 （複数年） 不稔性がない場合は単年データで結構です。

24 柱頭の色 開花期 PQ 観察 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

27 稈の節のアントシアニン着色の有無 乳熟期 QL 観察 単年

29 稈の節間のアントシアニン着色の有無 乳熟期 QL 観察 単年

32 芒の有無 開花期 QL 観察 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

33 初期の芒の色 開花期 PQ 観察 単年 年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

37 外頴先端の色 糊熟期～完熟期 PQ 観察 単年 年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

38 後期の芒の色 完熟期 PQ 観察 単年 年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

40 穂の二次枝梗の有無 完熟期 QL 観察 単年

41 穂の二次枝梗の型 完熟期 PQ 観察 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

42 穂型 完熟期 QN 観察 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

45 葉の枯れ上がりの時期 完熟期 QN 観察 複数年 葉：老化　の記載 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

46 頴の色 完熟期 PQ 観察 （複数年） 全く着色がなければ単年データで結構です。

51 護頴の長さ 完熟期 QN 測定 複数年 長い護頴の長さ

52 護頴の色 完熟期 PQ 観察 単年 年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

54 籾の長さ 完熟期 QN 測定 複数年 外頴先端（芒は除外）から護頴基部までの長さ

56 頴のフェノール反応の有無 完熟期 QL 観察 単年

57 頴のフェノール反応による着色の濃淡（フェノー
ル反応のある品種に限る。）

完熟期 QN 観察 複数年 （反応がある場合のみ評価）

62 玄米の色 完熟期 PQ 観察 単年 年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

63 胚乳の型 完熟期 PQ 観察 単年 年次変動が少ないPQ形質であると考えているため、単年データで結構です。

66 精米のアルカリ崩壊性 完熟期 QN 測定 複数年

67 玄米の香り 完熟期 QN 測定 複数年 複数年データとしていますが、実際は年次変動がないことを毎年確認する対応になるかと思います。

68 低温発芽性（陸稲品種に限る。） 苗生長期 QN 測定 複数年

73 いもち病抵抗性推定遺伝子型 苗生長期 QL 測定 単年

76 白葉枯病抵抗性品種群別 乳熟期～糊熟期 QL 観察 単年 これまで記載せず

78 しま葉枯病抵抗性品種群別 分げつ期 QL 観察 単年

79 ツマグロヨコバイ抵抗性品種群別 分げつ期乳熟期 QL 観察 単年 これまで記載せず

出穂遅延型耐冷性 削除

地上部全重 削除

プロラミン含量 削除

橙色の形質は出願・対照品種データの他、標準品種データをもとに階級値設定が必要な形質ですので、複数年平均データではなく、各年データの提供をお願いします。
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